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Ⅳ　関係資料
■教育課程表

平成28年度　理　数　科
　　教育課程表（その３）
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平成２８年度教育課程表 熊本県立第二高等学校　全日制

学　　　　　科 理　　　　数　　　　科

入　学　年　度 平　成　２６　年　度　入　学

学校設定教科計 0 0 0 0

合　　　計 33 33 33 99
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※学校設定科目「科学家庭」，「科学情報」，「スーパーサイエンス」（Ⅰ～Ⅲ）の履修をもって，

　それぞれ「家庭基礎」，「情報の科学」，「総合的な学習の時間」における学習活動を代替する。

※「科学英語」は学校設定科目である。
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※学校設定科目「科学家庭」，「科学情報」，「スーパーサイエンス」（Ⅰ～Ⅲ）の履修をもって，

　それぞれ「家庭基礎」，「情報の科学」，「総合的な学習の時間」における学習活動を代替する。
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３領域での課題研究

５領域での課題研究

英語課題研究の導入

課題研究件数の増加

ＳＳⅠ

●ＳＳＨ指定による進路意識高揚　平成２８年３月卒業生 国公立大学現役合格者数 全国１位

科学系人材育成

理数教育の充実

語学力の向上

大学・研究機関との連携・普及

効果的な連携の方策

成果の普及を図る
システムの構築

・リスニング能力

・リーディング能力の向上

・コミュニケーション能力

・プレゼンテーション能力の向上

・語学力向上システムを構築

課 題 研 究

科学系人材育成プログラム
の指導法の確立

・ SSH 指定校合同課題研究発表会

・科学系部活動研修会

教科連携による指導法の研究

H17 化学班｢酸化チタン驚異のパワー｣

科学技術振興機構理事長賞受賞

H21 物理班｢熊本の自然～鼻ぐり井手の構造

　　　　　　から科学技術の応用に挑む～｣

　　ポスター賞受賞
　　

H25 生物班

｢高機能性甘酒の製造に関する

研究～抗酸化能に及ぼす製麹温度の影響～｣

科学技術振興機構理事長賞受賞

美術科、普通科で探究活動の実施

H18 卒業生：大学 3年から大学院への飛び級

科学情報・科学家庭の設定

H22 地学班：日本地質学会学術大会での発表

理数教育基盤の構築

第１～３期ＳＳＨ研究開発の成果添付資料２

・大学等の出前授業

・大学等の特別授業の活用

カリキュラム・指導法の開発

論理的思考力･創造性･独創性
の指導法の高まり

科学英語の導入

プレゼンテーション能力の向上

探究心の向上(意識調査より) ･小中学校との連携

・大学等の出前授業

・大学等の特別授業

高校間の連携強化

科学的能力開発ゼミにおいて
評価法(創造力・独創力)の開発　
　熊本大学教育学部と連携

課題研究班と大学との連携強化

研究の質の高まり

研究成果を英語で発信 ・模擬国際学会

・卒業生→１４年間の指定を生かす

・大学院外国人留学生

外部人材との連携強化

・ 宮崎北高校ＳＳＨとの連携

大学での体験学習講座の定着

探究活動をサポートする
人的ネットワークの構築

第
１
期

３
か
年

第
２
期

５
か
年

第
３
期

５
か
年

グローバル化への対応
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ＳＳⅡ

ＳＳⅠ

ＳＳⅢ

理数科課題研究成果の展開

ＳＳⅡ

課題発見能力
課題解決能力
の高まり

H27環境班

｢雑草から水素を発生させる研究｣

中国青少年科学技術イノベーションコンテスト
国際代表部門 金賞受賞

H27 宇宙工学班

｢宇宙空間における植物の栽培方法の提案｣

衛星設計コンテスト ジュニア大賞受賞

中核拠点校としての
在り方の研究

生徒による主体的な運営
・ SSH 指定校合同課題研究発表会

・ SSH 研究成果報告会

熊本県立第二高等学校 

・ 地域の人的、 物的資源の活用

［課題］創造力・独創力の評価法

教科横断化による
科学的リテラシーの醸成

ＳＳⅠ

ＳＳⅡ

ＳＳⅢ

基礎固めみつめる

発信つなげる

研究きわめる

●理数科卒業生の大学院進学率の高まり

熊本県立第二高等学校 第4期 SSH研究開発計画

を研究開発課題とします。

第1期

第2期

第3期

平成15年

平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

平成16年 平成17年

2011 2012 2013 2014 2015 2016

2006 2007 2008 2009 2010

2003 2004 2005

●理数科における科学系人材の指導法が確立出来た。
●美術科、普通科へ探究活動が普及した。

●課題研究の質が高まった。
●卒業生の大学院進学率が高まった。

本校はSSH指定を3期（14年）行いました。その成果として．．．

指導者

生　徒

そのような中、2016年4月に熊本地震が発生しました。
本校は県内の公立学校で最も大きな被害を受け、学校のみならず生徒（家族）、指導者も大きな被害を受けました。 

科学的視点から「熊本の創造的復興」を
  リードする人材の育成

みつめる力

社会との共創社会との共創

第二高校はこれからも、
主体的に行動することのできる生徒像（人材育成）を目指し．．．

＋3期間（14年）の成果をさらに深化・継続する。 熊本地震の経験を復興の力にしたい。

「全校で探究科目」を展開
■理数科【SS=Super Science】
■普通科【GR=Global Research】
■美術科【AS=Art Science】

授業開発部とSSH部が連携して、
●全職員が、
　主体的・探究的に学ぶ手法を共有する
●「二高ICEモデル」により
　指導と評価を一体化する

●美術科に学校設定科目を新設
美術探究

●３学科での合同発表等

●理数科の学校設定科目を発展・継続 ●授業開発部の設置
SS、科学情報、科学家庭、科学英語

新設

新設

■モデル授業の開発により
　全教科・全領域に探究型授業を推進する
■「二高ICEモデル」で生徒の質的変容を捉える

■外部（社会）と結びついた探究が、
知識や能力を育む＜学びの相乗効果＞

研究開発1 研究開発2 研究開発3

■熊本大学グローバル教育カレッジ
■崇城大学 ＡＬ 大学教育再生加速プログ
ラム（ＡＰ）　■県内の高校　■卒業生

■平成28年熊本地震復旧・復興本部
■自衛隊　■日本赤十字　■消防署
■警察署　■区役所　■熊本大学減災型
社会システム実践研究教育センター

探究活動を深める
ため ため

深い学びを獲得する
ため

探究の質を向上させる

「探究型授業」を構築 「外部連携」を推進

外部連携先

課題発見力
豊かな感性
柔軟な想像力

きわめる力
計画力
実行力

情報収集力・処理能力

つなげる力
主体性・協調性
知識融合力
社会貢献力

みつめる力
課題発見力
豊かな感性
柔軟な想像力

きわめる力
計画力
実行力

情報収集力・処理能力

つなげる力
主体性・協調性
知識融合力
社会貢献力

生　徒：自分の成長を客観的に認知することができる
指導者：生徒の成長の段階を客観的に判断することができる

それでも懸命に、復興に向け主体的に行動する生徒の姿がありました。

「二高ICEモデル」による
評価

「二高ICEモデル」による
評価

今期から効果測定として全ての教科で今期から効果測定として全ての教科で

I＝Ideas【習得】　C＝Connections【活用】
E＝Extensions【探究】

I＝Ideas【習得】　C＝Connections【活用】
E＝Extensions【探究】
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熊本県立第二高等学校スーパーサイエンス
ハイスクール第 11 回運営指導委員会

■趣旨
　スーパーサイエンスハイスクールとして指定を受けた熊
本県立第二高等学校の研究運営に関し、専門的見地から指
導、助言、評価を行い、理数系教育に関する教育課程等の
改善のための研究開発を支援する。
■主催
　熊本県教育委員会
■期日
　平成 28 年 8 月 22 日（月）
■会場
　熊本県立第二高等学校大会議室
■出席者

〈運営指導委員〉
　元熊本大学長　谷口　功
　ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング株式会社
　熊本テクノロジーセンター人事部人材開発課ＳＳＳ推進
　担当　大脇光一
　熊本大学教育学部　教授　島谷　浩
　崇城大学工学部ナノサイエンス学科　教授　八田泰三
　県立教育センター　主幹　赤峯達雄

〈熊本県教育庁関係職員〉
　高校教育課　審議員　松永　健身
　高校教育課　指導主事　原　恭一
　熊本県立第二高等学校関係職員
■日程
　⑴　受付………………………………… 13:45 ～ 14:00
　⑵　運営指導委員会開会……………… 14:00 ～ 14:10
　⑶　第二高校からの報告……………… 14:10 ～ 14:30
　　　「平成 28 年度ＳＳＨ事業概要説明」
　⑷　研究協議…………………………… 14:30 ～ 15:50
　　　「平成 29 年度ＳＳＨ申請内容について」
　⑸　閉会………………………………… 15:50 ～ 16:00

【研究協議内容】
　昨年度のＳＳＨ申請内容の分析を踏まえ、平成 29 年度
ＳＳＨ申請内容についてのご意見をお願い致します。また、
昨年度本申請で不採択となり、その分析において、第二高
校ＳＳＨの独自性が挙げられました。
　独自性の一例として、熊本県にしかできないことという
観点で捉えたとき、4 月に起きた平成 28 年熊本地震で、
震源地である益城町に近いことから、第二高校が県立学校
で被害が一番大きかったこと。さらに本校施設の被害状況
や避難所等での生徒たちのボランティア活動の経験を考え
ると、生徒たちの防災・減災に対する意識は高いものと考
えられます。このことから、復旧・復興、防災・減災教育
の内容を盛り込む選択肢があります。もし盛り込むとした
ら、どのような事業内容が考えられるのか、5 年間の研究
開発によって育成される生徒像も含めた上で協議をお願い
致します。また、他の分野での独自性についても併せて協
議をお願い致します。

（谷口委員）
　これまでの 14 年のＳＳＨの経験から、第二高校は「熊
本のＳＳＨを引っ張るぞ」というところを出さないといけ

ないと思います。また、熊本地震を契機として、新しいＳ
ＳＨを創る、人材を育成するということになれば素晴らし
いものになります。これまでの成果をいかに相手に知って
いただくか、それを申請書にどのように書いていくのを議
論できればと思います。申請書では「これだけやったんだ」
と強気で突破しないといけない。第二高校は県内の理数教
育の中心である、ＳＳＨによって確実に伸びてきたのだと
自分を信じ、生徒を信じることが大事なのではないでしょ
うか。

（島谷委員）
　相手に短時間で申請内容を理解してもらうには、見せ方
を工夫しなければならない。見せるデータも上手に。アン
ケート等の質問も少し変えただけで大きく違ってきます。
控え目になってはいけない。また、ターゲットを絞ること
です。例えば、地震と火山、グローバルに発信とか。

（八田委員）
　防災・減災は様々な学問、時間軸（過去→現在→将来 :
予測と課題）が有機的に繋がることができると思います。
また、安全・安心の意識については地震を経験した人しか
わからないものです。復興・復旧に関しては元に戻すだけ
ではなく、よりいいものを創っていかなければならない。
付加価値をつけていかなければならない。（蒲島知事が提
唱する創造的復興）一番大切なことは、安全で安心して仕
事・勉強ができるようになること。被災した状況を写真に
撮っておく。その写真を検証すると、これまで常識である
と考えていたことが、常識ではなかったと気づきました。
科学においてもそのようなことがあるのではないでしょう
か。被災した学校の校舎・システム等は、生きた研究素材
になります。生徒は立ち入り禁止になりますが。

（大脇委員）
　熊本地震の不測の事態において、生徒は自主的、主体的
に何かしているはず。（ボランティア活動、学習活動等）
生徒は必ず成長しています。その時、先生方は生徒たちに
どのような働きかけをしたのかを整理する必要がありま
す。この中にアクティブラーニングの方向性が見えてくる
のではないでしょうか。

（赤峯委員）
　ＳＳＨを通して学校のカリキュラムマネージメントの部
分を検討すること。また、生徒の主体的な力（アクティブ
ラーニング）を引き出すということを意図しているならば、
例えばＳＳＨの運営自体に生徒の考えを反映させていくし
くみがもっと見えてくればいいのではないか。なぜそう思っ
たのかというと、昨年の成果報告会でパネルディスカッショ
ンでの討論が非常に面白かった。自分たちの考え、思いを
伝えることができることが第二高校のすごさなのではない
かと思います。これは他の学校ではできないことだと思い
ます。防災、減災をＳＳＨのテーマに取り入れる際にはそ
れに関わっている社会システムだとか歴史的なことなどを
調べあげることが文系の生徒にも出来ます。そのテーマの
研究をそこで終わらせるのではなく、その成果を科学コン
テストや発表会以外の場面でも発信することができないだ
ろうか。提案や専門家の先生と共同で目に見える形にして
いく、このような取組ができれば良いと思います。
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